A Study of the Labor and Labor Union under Microelectronics Technology by 北村 寧
ME化のもとでの労働と労働組合 (上)
A Study of the Labor and Labor 





























































































































































































区 分 計 有 蘇
計 今後の導入予定 (M.A.)
1年 以 内 2- 3年以内
｢機器｣の導入 100.0 59.3 40.7 2.6 6.6






① 一般機械 (74.2%)､輸送用機器 (72.6%)､
電気機器 (71.5%)および精密機器 (68.4%)
の機械製造 4業種､出版 ･印刷 (69.270),
② 化学､石油 ･石炭､･金属製品､非鉄金属､
鉄鋼および家具 ･装備品 (以上 60%前後)0
③ 食料品 ･たばこ､鉄雄､衣服 (40-50%)0






















食 料 品 ･た ば こ
織 維
衣 服
木 材 ･木 製 品
家 具 ･ 装 備 品
パルプ･紙 ･紙加工品
出 版 ･ 印 刷
化 学 ､ 石 油 ･石 炭
ゴ ム ･ 皮 革
窯 業 ･土 石
鉄 鋼
非 鉄 金 属
金 属 製 品
一 般 機 械
電 気 機 器
輸 送 用 攻 器
精 密 機 器



























































記すと､ (丑 ｢省力化のため｣ (63.2%)､
















工程 .事業所規模 計 導 入 し て い る
計 麿 の大部分封 毒程の一部覧
加 工 工 程 (93.4)100.0 89.0 8,6 80.4
1,000人 以 上 (97_2)100.0 95.2 12.9 82/3
300- 999^ (93.4)100.0 91.7 9.4 82.3
100- 299人 (92.9)100.0 86.9 7_7 79.2
組 立 工 程 (61.0)100.0 48.3 6.1 42.1
1,000人 以 上 (77.7)100.0 75.3 10.9 64,5
300- 999人 (62.0)100.0 57.4 7.3 50.1
100- 299人 (58.2)100.0 38.9 4.7 34.2
検 査 工 程 (88.7)100.0 52.1 7.4 44,7
1,000人 以 上 (94.9)100.0 80.0 12.2 67.8
300- 999人 (91.3)100.0 62.0 8.7 53.3
100- 299人 (86.7)100.0 43.1 6.0 37.1
運 搬 工 程 (73.4)100.0 26.7 2.6 24.1
1,000人 以 上 (86.6)100.0 56.9 3.2 53.6
300- 999人 (77.4)100.0 34.6 3.0 31.6
100- 299人 (69,8)100.0 17.6 2.2 15.3
そ の他 の工程 (60.0)100.0 46.3 4.0 42.3
1,000人 以 上 (70.4)100.0 66.0 4.7 61.3
300- 999人 (63.8)100.0 51.7 5.4 46.3
100- 299人 (56,8)100.0 40.2 3.2 37.0






















事業所規模 計 39年以前 40-44年 45-49年 50-54年 55年以降
計 100.0 0.6 5.9 24.5 40.6 28.3
1,000人以上 100.0 2.5 ,22.0 41.7 28.8 4.6




事業所規模 計 価格が安くなり､購入可能 関連企業から導入 人手不足への対処 省力化 製品の晶質.精度 製品のコストダウ 職場環境改 三島 その他
t=となったた■ め を要請されたため の ため のため の向上た め ソのため 1ーのた め
計 100.0 9.8 3.1 4.6 63.2 62.5 _33.2 4_1 3.9
1,000人以上 100.0 14.4 0.7 2.5 64.5 67.8 36.0 5_6 2.6


























































































































































































































導 入 状 況 計 配置人員が 配置人員が 無人化 した ほ と ん ど増 加 した 減 少 した 変わらない
導 入 工 程 100.0 4.5 38.5 1.3 55.5
大部分に導入 100.0 10.0 48.0 2.2 39.4




事業所規模 増 加 し た 減 少 し た
計 汁. 50%9%10-9%20-97.30-49%50.-97010質- 9%10-9%20-9% 30-49%
計 (4.6)100.0 22.2 31.2 13.8 12.9 6.3J11.7 (弧 1)1∝).0 37.2 27.7 16.5 11.3 6.2
1,000人以上 (3.5)100.0 9.5 33.3 19.0 4.8 14.3 14.3 (40.3)1的.0 40.2 30.3 12.7 11.5 2.0
300- 999人 (4.1)1∝).0 27.1 23.5 15.3 17_6 3.5 12.9 (34.3)100.0 39.6 29.2 15.0 9.6 5.4




事業所規模 計 行 っ た (M.A.) ほとんど行わなかつち計 同一事業所内で配置転換した 同一企業内の他事業所へ配置転換した 関 さ係せ会た杜へ出向 解募雇集やを希行望 つ退た敬
計 配転先の部門 計 配転先の部門生産粥.販売 生産 棉販 売
計 100.0 29.5 28.0(1(札0)(97.7)(10.6)3.3(loo.0) (92.0)(43.3) 1.2 0.4 70.4
1,000人以上 10.0 44.8 43.0(100.0)(98.8)(14.6)6.1(1(刀.0) (97.3)(51.4) 3.1 - 55.0
300- 999人 1(札0 33.0 32.0(100.0)(97.5)(12.8)3.6(100.0) (93.3)(52.0) 1.7 0.2 67.0




























































































事業所規模 計 行 っ た 行 わ な か っ た
計 教育訓練の方法(M.A_) 計 行わなか った理由
1自社が行 う教育訓練機 器 メ-カー,販売会社が 行う教育訓放親企業が行う教 育訓 練 その他 技 能 ll配円転換で 碓 抹したから 必要な技な労働_古の採川によ っ て確 保 し六二か ら 必 要 な技能 はOJTで対地し たか ら必要がなかつた ら
計 leo_060.0(100.0)(53.5)(76.7)(7.3) (3.0)40.0(1∝).0) (6.7) (1.7) (51.5)(39.1).
1,000人以上 leo.065.3(100.0)(85.3)(72.7)(1.8) (2.3)34,5(100.0) (3.8) (0.5) (83.3)(12.0)
300- 999人 100.063.8(10.0)(61.4)(75.5)(6.6) (3.0)36.2(1(刀.0) (5.8) (0.7) (62.5)(30.3)







事業所規模 計 配 転 先 の 部 門
生 産 部 門l 事務 .販売部門
汁 38.1 ヽ (38.4) (50ー7)
1,000人以上 46.2 (45.9) (55.3)
300- 999人 41.0 (41.1) (52.3)
100- 299人 34.4 (34.8) (47.2)







導 入 状 況 計 採 用 数 採 用 労 働 者 の 種 類大 卒(理工系) .大 卒(琴]二系以外) 高卒男子 高卒女子 ノi-トタイマー
増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加減少 増加 減少 増加減少
した した した した した した したした した した したした
導 入 工 程 (13.0)100.0 37.2 47.2 36.0 7.4 4.7 14.2 37.5 32.6 17.2 25.1 18.5 21.9
大部分に導入 (28.0)1的.0 44.9 41.1 44.9 6.1 5.0 14_7 43.8 28.7 22.8 25.6 17.7 20.8






事業所規模 計 採 用 数 採 用 労 働 者 の 種 類大 卒(理工系) 大 卒(理工系以外) 高卒男子 高卒女子 パ ートタイマー
増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少
した した した した した した した した した した した した
計 (ll.2)loo.0 40.2 45.3 42.6 6.2 8.7 14.5 39.5 29.4 21.1 23.9 22.2 20.9
1,000人以上 (15.9)1(刀.0 31.3 59.4 44.8 9.4 8.3 19.8 22.9 53.1 12.5 40.6 12.5 21.9





導 入 状 況 計 男子比率 年齢構成 熟 練 工 単純.未熟練工 技 術 者上昇 低下 若年化 高齢化 増加 減少 増加 減少 増加 減少
-した した し た し た した した した した した した
導 入 工 程 (15.9)100.0 44.3 31.2 50.3 24.3 13.9 60.2 46.1 23.3 58.6 13.8
大部分に導入 (33.6)10.055.6 26.0 52.3 23.0 17.9 56.3 49_4 21.4 71.3 8.8
一部に導入 (13.7)10.040.9 32.8 49.8 24.6 12.6 61.4 45,1 23.9 54.7 15.4




事業所規模 計 男子比率 年齢構成 熟 練 工 単純.未熟紅 二 技 術 者上昇 低下 若年化 高齢化 増加 減少 増加 減少 増加 減少
した した し た し た した した した した した した
計 (12.2)1∝).0 48.4 26.6 48,4 24.9 15.3 54.8 44.8 23.0 63.0 11.6
1,000人以上 (15.9)1m057_3 20.8 28.1 37.5 17ー7 55.2 33.3 34.4 77.1 6.3
300-999人 (12.7)10.052_3 27.8 42.5 33.5 11.7 59.0 46.2 19.5 58.6 12.4












































































































































































































































































対応 も可能だ ったのである｡ しか し､ r自書 ｣




























































































































































く付 記 〉 本稿は､1985年11月30日に開催された
｢第6回長野大学公開講座 地域経済の活性化をど
う進めるか｣における私の報告 ｢ME化のもとでの
労働と労働組合｣の草稿に加筆したものである｡
(1986年11月 執筆)
-29-
